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(0/18), ER: 12.5 fmol/mg（ー）, PgR: 5.0> （ー）， c-myc：・































た腫蕩マーカーは CA15-312 U/ml, CEA7.7 ng/ml 


























































































































































像を開始した.helical scan parameterは thickness-
























































そのまま入院となる 左乳腺腫蕩は 12.2X 11.0 cm, 
腹部腫癒は触診上，直径約 12cm，弾性硬，表面平
























































































例（26-63歳）に対し， day1: MTX 50 mg （以下
/body) 4時間後 5FU750 mg, day 2-5: 5FU 750 mg/-
day, 72時間連続， LV15 mgX 3回／8h,day 6・CDDP









微（白血球減少 grade3:29%, grade 4，無し），脱毛
・腎障害は無かった．内蔵および骨転移に奏効率が低い
こと，また外来での継続治療が困難で奏効期間が短い
（中央値3ヶ月）欠点はあるがCAF・照射治療などに
抵抗性の乳癌皮膚・リンパ節転移治療に有用と考えら
れ， MTXおよび CDDPの増量や治療サイクノレ増加
により更に効果増強させうる可能性がある．
